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問い合わせ 先︓ 【研究担当部⾨】
 ⽒名︓前川 恭⼀郎（医⻑） ⻑崎県島原病院 外科
  住所︓島原市下川尻町７８９５
  電話︓0957（63）1145  FAX 0957（63）4864
【ご意⾒や相談に関する窓⼝】(臨床研究・診療内容に関するものは除く)
 相談窓⼝︓医療相談室 0957（63）1145
 受付時間︓⽉〜⾦ 9:00〜17︓00（祝⽇を除く）

消化器癌患者における術前の栄養管理介⼊が治療結果に及ぼす影響の検討

近年、⾼齢者社会が問題となっている、それは当医療圏でも同様です。当医療圏では⾼齢化率も⾼
く、消化器癌⼿術において⾼齢者への対応は⼗分注意して⾏わなければならない。その中で⾼齢者
消化器癌患者では、低栄養を伴うと、それは様々な術後合併症の原因と⾔われている。今回、前向
きに我々は消化器癌すべての患者にGLIM基準、CONUTスコアを⽤いて栄養評価を⾏い、低栄養の
患者に栄養指導を術前に⾏い、術後結果を評価することを⽬的とした。

2025年7⽉１⽇〜2031年６⽉3０⽇までの間に⻑崎県島原病院にて消化器癌で⼿術を受けた患者
様

① 術前因⼦（年齢、性別、術前ADL、GLIM基準、CONUTスコア、診断、術式、アプローチ等）
② 周術期因⼦（基礎疾患、ASA分類、出⾎量、⼿術時間、術後合併症、在院⽇数、退院経路等）
③ 予後関連項⽬（術後全⽣存期間、術後再発、死亡、死亡原因等）害事象等）

上記データを⽤いて、消化器癌の栄養評価、指導が、術後結果に与える影響に関する検討を⾏い
ます。研究段階で前向き研究である。


